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▲当日お持ちいただい
た歌詞がかかれてい
る手書きの用紙。ご
自宅にはこれの何倍
もあるそうです

▲テーマ（今回は「海の日・夏」）はあるものの、
皆さんとの会話の流れから臨機応変に歌う曲
を選別してくださる高橋先生

▲お持ちいただいた「ほおず
き」を見ながら、幼少期の思
い出や夏の話に花が咲きま
した

▲声が出しやすくなるよう
に「鉄道唱歌」の替え歌
で手足を動かし、深呼吸
をしました

▲先生のキーボードに合わせて太鼓をた
たく入居者様

2023.07　vol.213 毎日暑い日が続きますが、皆様熱中症に
はお気をつけくださいね！
BANANA NEWS vol.213 が完成です。
今号は、「音楽療法」を特集します。
どうぞお楽しみください。

ホームページ 公式 twitter

音楽療法士を目指すきっかけは
人間の五感の中で「聴覚」は最後まで残るというお話を聞いたことでした
　音楽が好きでジャズや楽器について音楽学校で学んだ後、シンセサイザーのオペレーター関連の仕事や、作詞作曲をして
いました。結婚後に耳鼻科でアルバイトをした際に「亡くなる直前まで聴覚は残る」というお話を伺い、音楽と健康との深
い関係に興味を持ったことが音楽療法士を志すきっかけになりました。
　音楽療法士になるべく 30代後半に専門校で資格の勉強をしましたが、資格取得には現場実習が必要でした。ところが高
齢者ついて何の知識もありませんでしたので、まずはヘルパーの資格を取得し高齢者への理解を深めることにしました。そ
の時のヘルパーの実習先が第２バナナ園。実習を重ね音楽療法士に合格してからは、その時のご縁でバナナ園グループをは
じめ老人保健施設、特養老人ホームなどで活動させていただいています。

様々な感覚を刺激しながら、尊重し寄り添い、お一人おひとりに合わせた音楽療法を心がけています
　音楽療法では、様々な感覚を刺激しながら、ご自身で興味のある楽器を選んだり、歌ったり、その方なりの楽しみ方を尊重し、一方的にならない
よう心がけています。
　音楽を楽しむことで様々な健康効果も期待できます。例えば歌うことで唾液の分泌の促進や呼吸機能を活発にしますし、楽器を握る、叩くこと
で身体運動を誘発し、気づいたら姿勢が良くなっていたということも。季節ごとの花の香りを感じながら歌ったり、時には大きなお野菜を持って
質感や重さを体験していただいたり…入居者様から調理方法を教えていただくこともあります。歌ったり楽器を演奏することで起こる音の振動は
筋肉や関節の緊張を緩め、心地よいテンポのリズムは血圧や心の安定、または覚醒を促すことに役立ちます。
　また音楽と記憶は結びつきやすいという特性があるので、参加される方の馴染みの曲を提供することで、懐かしい記憶や感情が蘇り、それをきっ
かけに発話が増え意思疎通の一助となることもあります。歌いながら楽器を演奏する等二つの動作を組み合わせた活動は、認知症予防にも取り入
れられています。入居者様の言葉にならない気持ちを探りながら、さり気なく寄り添い、心地よい時間を過ごしていただく「場」を大切にしたい
と思っています。

徐々に変化がみられ、楽しそうにされている皆さんの笑顔に元気をいただいています
　はじめは参加自体が難しかった方が徐々に口を動かして笑顔や涙が溢れたり、入居者様同士、二人で一つの太鼓を叩いて笑顔で交流する姿が見
られたり、普段見せない表情や行動に現場の職員の皆さんが気づいて一緒に喜んでくれたりするのは本当に嬉しく、こちらも元気をいただいてい
ます。認知症の影響で記憶が薄れたとしても、そのひと時をリラックスしていただき、音に合わせて体を動かした事や楽しかった気持ちが細胞に
積み重なってくれたらいいなと思っています。コロナ禍でストップしていた活動も徐々に再開されていますので、バナナ園グループの職員の皆さ
んにご協力いただきながら、今後も入居者様の健康に繋がる活動に努めていきたいと思っています。

今回はバナナ園グループの取組みのひとつ「音楽療法」を担当していただいている音楽療法士の高橋佐智代さん
にお話を伺いました。 音楽療法士の高橋佐智代さん

〜 楽しみながら心と体をリフレッシュ 〜

音や音楽を使い入居者様の健康に役立てる
音 楽 療 法記憶や身体機能にも影響を与える

日本音楽療法学会認定音楽療法士
川崎、横浜、茅ヶ崎等の高齢者
施設、宮前区の社会復帰相談事
業(保健所デイケア ）で、音楽療
法士として活動中。
風の楽校 （発達支援 ）のミュージ
カル部門「音 ・遊ゆう」にて音 ・
音楽担当。
作曲 ・作詞。女性アーティスト
を中心にポップス系の楽曲提供
している。
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〈バナナ園グループ〉

★介護に関するお問い合わせ、施設入居の見学等も随時受け付けております。 044 - 455 - 6119専用ダイヤルお気軽に
お問い合わせください

パーソナルトレーニングの機能解剖学を踏まえた知識を身に付け
介護の質を向上する

進化する『バナトレ』全職員に講習会を実施
　バナナ園グループの全施設で定期的に実施しているシニアパーソナルトレーニング「バナ
トレ」。短期間でたくさんの入居者様の日常生活動作や歩行等、目に見えて良い変化が表れて
います。今回、さらに日頃の介護や職員自身の健康に活かせるよう、全職員を対象に専門的な
知識を身に付けるための講習会を開催しました。講師は SP-BODY 代表の小林さん、トレー
ナーの太田さん、茂木さん。「バナトレ」の実施目的である「入居者様の介護度を下げる」「職
員の介護の負担を軽減する」、そして SP-BODYが考案し、行政や大手企業、教育機関等の多方
面から大きな注目を集めているオリジナルのフェムケアのメニュー「月経コンディショニン
グ」の３つをテーマに講習プログラムを実施。それぞれにバナナ園グループの施設で「バナ
トレ」を担当しているため、入居者様お一人おひとりの状況・状態をよく把握されており、実
例をあげながら具体的に解説し、実際に体を動かしながら、機能解剖学に基づく骨や筋肉、体の動きをわかりやすく説明してくださいました。入居
者様になりきって体を動かすシーンでは動きにくさやよろけるなどを体感し、「人の体や動きを制御することの難しさ」を身をもって体感する貴
重な時間になりました。介護のベテラン職員であっても新たな発見がいくつもあり、日頃の介護においてどのようなサポートや対応が必要なポイ
ントであるかについて理解が進みました。職員と組織の知識と能力をアップデートし続け、継続的に介護の質を向上することで入居者様やご家族
の笑顔、職員の自信と誇り、地域社会への貢献につなげていくため、今後も講習会を開催していきます。

バナナ園グループで

介護のお仕事
はじめませんか？

株式会社アイ・ディ・エス  採用担当

TEL:044-455-6117　
E-mail:saiyou@bananaen.com

私たちと一緒に喜びを分かち合いましょう

▲足の甲とふくらはぎのストレッチ方法を学ぶ職員

▲模型を使って分かりやすく骨盤
の動きを説明してくださる講師
の茂木さん

▲体を支えて片足を引きあげる運動の練習を行なう

▲人の体を動かすためのサポート
は思ったより難しい (^_^;)

▲皆さん初めて参加する講習会にドキドキしながら講師の小林
さんから足の動かし方とサポートの方法を学ぶ


